藤原俊雄先生に贈る言葉 by 河内,隆史
藤原俊雄先生に贈る言葉
河内隆史
藤原俊雄教授は，本年1月にめでたく古稀をお迎えになられた。そして，こ
の3月で，明治大学安定年でご退職になられるに当たり，商法分野の同僚を代
表して，ここにはなむけの言葉をお贈りしたい。藤原先生は島根県松江市にお
生まれになり，島根大学文理学部をご卒業後，京都大学大学院法学研究科に進
まれ，修士課程及び博士課穏で商法を専攻された。神戸市外国語大学外国語学
部専任講師・助教授，静岡大学人文学部法学科助教授・教授，同大学大学院法
務研究科教授を歴任され， 2007年4月に明治大学大学院法務研究科教授に着
任された。この間，早稲田大学から博士(法学)の学位を取得され，また 2014
年には弁護士登録(第一東京弁護士会〉をされている。
先住とご厚誼ぞ願うようになったのは，早稲田大学名誉教授である酒巻俊雄
先生が主宰される東京商事法研究会に，先生が参加されるようになってからで
ある。それ以来，かれこれ4分の l世紀のお付き合いということになる。
先生の業績は会社法の多くの分野に及ぶが，とくに監査役制度や内部統制シ
ステムなどのコーポレート・ガパナンスに関する研究に多くの関心を持たれて
いることがうかがえる。先生のご著書『コーポレート・ガパナンス一一課題と
展望一一』は，この問題に関する先生の研究成果の集大成といえるであろう。
先生は，ここ数年，ある会社の社外監査役をお勤めになられており，そのこ
とが先生の研究関心につながったのか，あるいは先生の研究関心が企業実務に
おける社外監査役という仕事に向かわせたのか，その点はお話を伺ったわけで
もないので，わからない。ただこのご著書の「はしがき」において， r社外役
員(社外取締役・社外監査役〕がコーポレート・ガパナンスにおいてどのよう
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な役割を果たしているか，果たすべきか，現行制度には限界があるか，そうだ
とすれば株式会社法制度のどのような組み替えが必要であり，そのなかで社外
役員(特に社外監査役)はどのように位置付けられるべきか，という問題意識
のもと」に研究を続けてこられた旨述べられている。
近年， 日本を代表する有名企業で様々な不祥事が明らかになっている。この
ような不祥事を未然に防ぐためにコーポレート・ガパナンスや内部統制システ
ムの議論が愚閲され，大規模な法改正がなされてきたはずである。先生の主要
な研究テーマである監査制度も，当時の上場企業による重大な粉飾決算を契機
として，大改正が行われた。その後も大きな不祥事が起こると会社法や金融商
品取引法などの改正が重ねられてきた。しかし，今日の状況を見ると， 日本の
企業社会はどこかで迷路に入り込んでしまったのだろうか，システム制度の整
備だけでは十分ではないのではないか，という疑念がどうしても湧いてきてし
まう。立派なシステムを作っても，それを動かす人たちの考え方や行動に問題
があれば，結局のところ，不祥事の根絶は難しいのではないのか。
藤原先生はこれまで丹念な研究を重ねてこられ，大きな成果をあげられてい
ることは十分に存じ上げている。これからもご論稿や研究会などを通して，い
ろいろとど教示を賜りたL、。しかし，それにとどまらず，先生の実直で真撃な
お考えをぜひとも企業社会に反映させていただきたL、。先生は社外監査役とし
てもご経験を積まれており，また弁護士登録をされて，企業法務にも影響力を
持ちうるお立場にある。先生のこれからのご活躍を，そして，健全な日本の企
業社会の構築に向けたご努力を切に願って，先生へのはなむけの言葉とさせて
いただきたL、
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